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に
尋
常
議
式
の
人
物
に
非

y

b
し
を
知
る
に
足
る
べ
し
c

家
過
激
を
以
℃
特
色
と
砂
川
せ
し
に
非
ず
。

然
れ
Y'L

も
彼
は
敢
℃
組

i~~;.'~_;_1.四日ι"一一ー

彼
は
蛍
時
流
行
の
カ

Y

ポ
ナ
リ
ノ
又
は
青
年
伊
太
利

諜
に
入
タ
℃
過
激
な
る
い
込
勤
に
従
事
せ
ん
1
ζ

は
せ

w
o
b
し
な

5
0
・
期
℃
彼
は
問
後
十
数
年
を

識
障
な
る
一
私
人

1ι
し
て
、
過
む
し
、
四
十
歳
に
議
一
ん
と
す
る
間
以
愈
政
治
の
活
伽
州
議
に
印
刷
づ
る

a

や、

彼
は
英
側
流
の
立
窓
政
治
を
円
以
℃
理
想
?
乙
潟
し
、
サ

Y

ヂ
ニ
ア
注
し
℃
辺
叩
V

太
利
に
於
付
る
小
英

郎
ち
先
づ
闘
曾
開
設
を
主
唱
し
、
窓
政
資
施
後
は
業
擁
護
に
努

闘
に
た
ら
し
め
ん
と
叩
欲
し
た

b
G

めr
、
依
℃
以
℃
愉
快
に
蛍
る
の
勢
力
を
餐
は
ん
t
仁
川
別
せ
t
p
o

ー
自
が
伊
太
利
宇
烏
の
プ
備
に
存
せ
ん
限

b
は
敢
セ
絶
望
す
る
を
袈
せ
ず
ぺ
ピ
ヱ
屯
シ
が
専
制

主
義
及
・
無
政
府
主
義
の
外
に
超
然

t
L
τ
英
制
度
を
維
持
せ
f
A

限

λ"
は
布
効
に
組
闘
の
泌
抗
議
ー

唱
盟
関
翠
霊
園
閥
間
関
舗
鑓
宮

1
議

護

費

留

掻

調

講

義

嗣

問

問

鰯

闘

関

鴇

謡

選

講

習

遺

品

勢

調

舗

繊

細

淵

司

鑓

調

調

関

長

s

一
人
間
八
年
の
失
敗
後
、
彼
は
日
く
、
吋
白

1 

1 

を
蹴
る
の
道
存
す
べ
き
な
り
い

ι。
伎
は
穏
俄
な
る
英
国
沈
の
自
由
政
治
に
依

τ
閥
誕
の
日
新

主
制
ら
y
A
i
ι

欲
し
一
両
保
守
リ
燥
を
排
尿
す
る
と
同
時
に
又
革
命
的
急
進
振
に
区
割
し
自
ら
緋

し
℃
山

ndtμ
ぷ一一回へ

b
c
気
而
し
℃
之
が
怨
比
佐
々
保
守
及
急
援
の
雨
仮
よ
A
Y

非
勝
せ
ら
れ
、
払
立

の
地
位
に
的
m
b
た
が
る
市
中
あ
ム
ワ
と
蛾
も
、
彼
は
敢
て
英
主
義
を
狂
げ

w
q
b
し
な

b
c

"‘ 

一
八
六

O
年
ガ

y
，

j

y
ヂ
が
市
伊
征
服
の
徐
勢
を
以
て
中
伊
な
る
綾
町
内
法
王
傾
向
ぷ
准
，
み
家

ら
ん
と
し
、
形
勢
極
め
℃
危
急
を
告
々
る
や
、
ヵ
グ

!

y
は
之
を
制
止
す
る
の
目
的
を
以
て
先
づ
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自
ら
怯
玉
川
m
u乞
占
節
す
る
に
決
心
せ
し
が
、
此
時
彼
に
向
つ
℃
絢
裁
宮
的
機
カ
を
撮
ら
j'A

乙
ー

を
劫
令
す
る
者
多
か
A
Y

し
も
、
彼
は
之
を
校
給
し
て
志
の
如
く
す
同
へ

b
c

一
吋
予
想
ふ
に
一
世
人
は
議
院
?
乙
提
携
せ
ん
に
は
専
制
機
に
出
来
難
b
d

多
〈
の
半
を
翁
す
な
符
ι

司
法
の
摘
殺
を
怖
れ
ず
且
級
端
振
の
狂
暴
に
勇
気
を
失
は
な
る
如
き
坑
公
明
正
大
に
且
剛
健

な
る
内
閣
は
、
議
院
内
の
劉
戦
に
於
て
唯
和
金
を
得
る
の
み
な
る
事
は
、
予
が
十
三
年
間
の
絞

験
に
依
つ
℃
悟
bJ
得
た
る
所
な

b
o

予
は
稲
川
院
関
命
中
の
場
.
合
の
如
〈
に
‘
心
細
〈
戚
b
し
た

る
惑
な
し
J

H

A

予
は
予
の
起
原
を
白
山
れ
予
の
…
生
の
主
義
と
す
る
腕
註
否
認
す
る
佐
符
ず
。

予
は
自
由
の
子
な
b
a
l
l
予
を
し
℃
今
日
あ
ら
し
め
た
る
は
尚
岡
山
な
る
な
一
b
c

若
し
自
尚
の

ub.λ
、吋

Y
p
-
-す
ず
ト
}
釦
F

t

、

十

・

ー

一

一

日

ご

ニ

〉‘

• 

、‘.. 
、

・32
町

、

ωF 



42、

u

u

b

p

p

h
カ

ザ

l
u
w

海
上
代
毅
被
を
泣
く
を
婆
す
と
せ
ば
、
之
を
縛
ず
は
予
の
惑
に
赤
ず
。
者
し
伊
太
利
人
民
し

スt

y 

ユ
一
一
関

℃
制
御
裁
官
の
必
要
を
求
総
せ
ん
に
は
、
彼
等
は
予
よ

h
も
仰
や
ろ
ガ
ク
バ

す
ぺ
し
。
議
院
の
滋
は
長
じ
と
雄
も
、
是
れ
却
で
確
貨
な
よ
リ
勺

日
芯
れ
カ
グ

!

y
の
奥
主
義

k
道
破
し
た
る
者
に
し
℃
、
英
の
ぜ
ス

Y

ヂ
を
怨

A

K
‘司
t
乙

る
乙
之
惑
し
と
部

λ
ぺ
し
。

マ

U
F

ク
の
鍛
血
主
義
P
R
M

相
距

要
す
る
に
彼
は
立
窓
主
義
を
以
℃
英
政
策
り
骨
子
と
銭
し
、
穏
健

い
札
口
品
一
公
明
な
る
捲
皮
に
依
つ
℃
伽
持
論
の
信
用
及
同
情
を
引
か
ん
乙
之
を
期
せ

-bo

而
し
℃
此

特
色
は

4

内
治
上
代
於
け
る
と
岡

b
く
調
外
政
策
上
代
於
℃
も
又
之
を
認
h
u

る
を
得
。

彼
は
悶

よ

b
兵
力
に
笠

S
を
絞
為
.r

し
も
、
割
携
問
題
を
解
決
す
る
に
は
銑
'
血
以
外
に
滋
徳
的
勢
力
の
後

訟
を
要
す
る
乙
と
を
思
仏
、
列
強
に
謝
し
℃
は
努
め
℃
泊
和
代
瓦
細
心
な
る
態
度
を
守

b
、
以
て

英
信
用
を
得
p

九
止
し
た
A

少。

"'"→ 

務
健
に
且
坑
公
明
な
る
彼
が
内
治
策
は
資
は
英
外
交
政
策
の

と
も
見
倣
す
ぺ
〈
緩
は
依
つ
℃
以
℃
列
閣
の
等
敬
及
岡
崎
営
得

A
と
欲
せ
し
な

b
。
彼
は
ク

タ
ミ
ア
に
兵
一
を
な
る
の
苦
痛
を
忍
び
、
巴
里
後
舎
に
於
て
は
列
闘
に
哀
訴
し
、
叉
や
J
Y

ヂ
ユ
ア
，
王

女

グ

ロ

チ

Y

に
を
し
℃
ナ
・
ポ
レ
オ
ン
親
王
之
政
治
的
結
婦
を
翁

3
し
ひ
る
の
苦
闘
を
憶
し
、
民

サ
J

グ
才
イ
及
ユ
ー
ス
割
譲
の
犠
牲
'
を
敢
℃
せ

h
o

者
し
ピ
ス

Y

Y
ク
の
外
交
代
鮮
血
の
淋
純 =m> 

た
る
者
あ
Ay--ι

せ
ば
、
カ
グ
，

lyμ
例
外
交
に
は
熱
源
の
務
総
た
る
，
者
b
A
Y
O

彼
の
;
外
交
け
い
は
燦

〈
同
情
す
べ
h
d
者
乙
も
わ
れ
人
討
し
℃
線
然

t
し
℃
戦
傑
せ
し

U
る
成
の
省
、
は
窺
も
み
ん
を
務

fl 

る
を
得
;季、

る

問 な

銭
一
れ

r
も
ぜ
ス
.，♂ 

Y

ク
は
餓
血
・
・
主
義
な
る
の
紘
一
を
以
℃
躍
に
大
隣
組
議
及

mm
獄
の
み
を
‘
以
て

特
色
iι

し
た

λ
?と
邸
ふ
は
大
税
制
貯
な
ム
ソ
。

同
時
に
カ
グ

l
y
が
織
血
主
義
な
、
b
wり
る
の
放
を

川
川
一
℃
之
を
例
制
和
細
心
の
外
交
家
主
の
み
解
す
る
は
‘
叉
大
に
説
れ

b
。
同
犠
の
雨
一
面
右
叩
く
時

は
、
香
人
は
其
相
異
な
る
が
如
く
に
し
℃
然
も
大
h
h

相
似
た
る
所
み
の
る
を
接
見
常
設
る
を
得
、
ず
。

威
一
人
ピ

λ

マ

Y

ク
を
訴
し
℃
臼
〈
、
「
彼
は
獅
子
之
狐
の
性
質
を
粂
斜
右
す
い
と
。

ク

K
以
℃
獅
子
に
し
℃
狐
の
性
…
腕
貨
を
粂
ね
ー
と
せ
ば
、
カ
グ

l

y
は
狐
に
し
℃
獅
子
の
性
質
を
殺

要
す
る
に
最
も
「
附
州
議
な
る
漏
れ
伊
の
或
は
甲
た

b
或
は
乙
た
る
に
過
ぎ
ず
。

若
し
ピ
ス
円~
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一
見
傍
若
無
人
に
し
℃
家
総
何
者
を
も
怖
れ
ま
る
乙
と
獅
子
の
如
く
な
ら
と
雄
も

ツ
ヒ
キ
ス

同
時
に
狐
に
似
た
る
の
細
心
巧
諮
ど
有
す
る
は
、
共
事
蹟
ぷ
於
℃
騒
々
之
を
諮
り
る
を
得
ペ
し
心

彼
が
わ
V

J

レ
ス
タ
イ
グ
、
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Y

ス
タ
イ
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事
件
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一
初
期
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於
℃
保
守
議
議
及
正
統
主
義
の
般
商

ピ

ス

マ

断

グ

b
カ
十
グ

I
h
w
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宰
相
'
ζ

縛
す
や
。

ピ
バ
.
?

グ
'
ク
が
獅
子
に
し
℃
狐
の
性
質
を
'
粂
ね
し
其
一
方
.
に
於
て
刊
カ
グ

!

y
，
か
・
棋
に
し
丈
獅

子
の
性
質
を
殺
ね
し
も
ι

又
大
-
に
注
意
す
べ
き
者
た

b
l

キ
グ

1
v
r
は
質
に
極
め
て
絢
心
議
巧
に
し
℃
、
列
強
に
内
向
つ
℃
は
ド
温
和
抑
遜
を
是
れ
努
め
、
内

J

治

の
政
策
叉
緩
健
中
正
を
期
し
吋
前
向
事
に
於

τ微
細
の
鮎
に
去
る
ま
で
詮
議
殺
な
ら
し
と
離
も
、
彼

1...... 一一 一・
;; 

uu"

一
允
ぴ
断
ヒ
℃
行
ふ
や
、
業
大
腕
尚
之
大
勇
猛
は
~
買
に
鰭
く
に
足
る
;
者
あ

b
た

b
o
治
的
一
が
突
い
仰

と
同
盟
し
℃
直
接
の
利
害
関
係
な
き
夕
刊
ノ
ミ
ア
一
戦
守
に
加
は
よ
ツ
た
る
:
は
ー
何
等
突
飛
の
大
白
除

ガ
リ
メ
バ

w
y

ヂ
に
先
ん
と
℃
一
機
を
制
せ
ん
が
錦
は
り

1

列
強
の
非
難
を
一
線
一
蹴
し

b 
し
之
す
る

ぞ

て
・
兵
を
誌
速
傾
向
に
侵
入
せ
し
め
た
る
は
何
等
大
路
不
敵
'
の
路
F

置
な
L
P

し
と
す
る
一
ぞ
。

J

或
は

墳
と
開
戦
前
代
於
℃
之
を
お
ら
し
な
る
絡
に
・
過
激
な
る
手
一
段
を
取
る
を
僻
せ

y

b
し

が

如

9.

識
は
岡
氏
的
敵
疏
必
を
妓
舞
す
る
・
砂
川
に
革
命
的
運
動
を
激

γ

起
挑
援
す
る
ん
を
伸
、
b
設

b
し
が
ふ
州

4

・
'I

‘L
h
h
vれ

μ
'

・章、
時

b
J
N
凡
℃
彼
が
単
純
な
る
細
心
巧
慈
以
℃
足
れ
A
Y

，
ム
銭
せ
し
に
非
診
る
た
示
す
に
口
足
る
。

払
!l! 

昼
食
間
食
後
彼
は
伊
太
利
問
削
題
に
就
き
タ
フ
レ
ン
ド
ン
之
命
日
話
し
た
る
一
時
務
止
り
て
日
く
ベ
予
総

ふ
に
'
政
ト
治
に
(
於

τ
は
預
る
に
は
非
協
に
釧
…
一

Vω
に
し
℃
行
ふ
に
は
'
非
常
に
・
決

J

然
た
る
a

を
人
裂
す
。

時
ー
と
し
て
は
滋
皮
な
る
絢

v
h
M
i
b
も
大
胞
な
る
決

vむ
を
以
℃
危
険
少
な
し

tι
錯
す
の
場
合
宿
竹

彼
の
語
る
腕
は
邸
ち
彼
の
錯
す
所
な

b
。
後
彼
は
サ
M
Y

ヂ
ニ
ア
議
院
に
於
て

す
る
な
ら
い
tc
。

叫
F

九
で
回
目
く
、
吋
我
等
は
設
に
取
る
べ

3
の
滋
b
L

怨
探
し
遂
に
巣
決
及
大
胞
の
滋
を
採
用
し
た
り
。

義
一
等
は
学
途
に
留
ま
る
を
得
ず
。

H
A

必
れ
我
等
代
取

b
℃
は
生
存
修
件
な
A
Y

謎
く
可
、
b
w・0

る
お

議
h
u

か
若
〈
ば
死
す
る
の
一
わ
る
の
み
な
b
K
?と
。
其
の
大
勇
猛
心
な
振
っ
℃
制
げ
然
逃

な
-
A
Y
O

柱
庶
幾
せ
る
の
風
貌
は
亦
以
て
想
見
す
る
に
足
ら
ず
や
。

マ
ザ

1
ド
彼
を
“
詳
し
℃
日
く
、
「
彼
は

過
激
に
合
す
る
に
節
制
を
以
℃
し
、
来
決
に
A
W

す
る
に
柔
軟
b
L

以
℃
し
、
返
世
的
思
制
御
に
A
W

す
る

に
体
調
臼
的
及
保
守
的
戚
情
を
以
℃
し
た
b
L
t
F目
。
又
?
ン
ゾ
ユ
の
詐
に
日
く
、
彼
は
…
切
の
政
リ
治

家
的
資
質
を
兵
備
し
、
吋
絢
必
井
に
不
細
心
を
す
ら
い
宿
し
た
ι
リ
之
。
誰
か
彼
を
以
て
問
中
純
な
る
穏

健
家
絢
必
家
及
巧
怒
家
之
潟
す
や
。

マ

Y

ク
は
互
に
英
特
色
な
異
に
す
之
蛾
も
、
英
相
惑
は
勝
利
の
問
題
tι

公
ば
F
A

カ
グ

l

y

t
乙
ピ
ス

よ
λ

ソ
も
寧
ろ
量
の
問
題
な
よ
り
む

要
す
る
に
彼
等
は
州
側
議
な
る
方
市
問
を
英
一
に
す
る
に
過
ぎ
ず
。

然
も
此
事
や
各
自
同
情
の
相
諮
に
暴
く
所

γ

少
な
か
ら
ず
c

し

め

ば

能

〈

ピ

ス

マ

M
Y

ク
た
る
を
得
し
な
ら
ん
。

ピ

λ 

カ
グ

l
y
を
し
℃
普
魯
西
に
夜
、
b

?
y
p
k
し
℃
や
ノ

Y
ヂ
ニ
ア
に
在
ら
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分
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気』

賀
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道
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序

言命

所
鵡
産
業
革
命
の
気
運
一
一
世
を
風
燦
じ
℃
生
産
の
組
織
吉
一
一
捜
し
、
労
働
者
f
乙
企
業
家
の
地
位
一

愈
t

踊
絡
し
て
雨
者
の
嫉
視
札
機
漸
〈
盛
な
ら
ん
と
す
る
に
及
び
、
事
者
経
世
家
の
抑
制
ち
℃
之
が

調
和
の
策
を
織
と
、
常
局
企
業
家
及
び
、
労
働
者
の
之
、
が
救
済
策
を
資
施
せ
ん
と
試
み
た
る
者
誌

だ
少
な
し
と
せ
、
ず
。
従
で
助
等
各
方
面
の
瓜
惣
家
及
び
資
際
家
の
立
案
し
附
脚
光
資
験
し
た
る

手
段
方
浅
は
亦
決
し
℃
少
な
か
ら
町
、
口
る
な
り
。
然
が
も
経
勝
政
策
上
の
目
的
は
似
し
℃
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の
施
策
以
℃
完
全
に
之
を
迭
し
得
可
き
も
の
に
非
、
ず
、
多
く
は
幾
多
の
施
設
を
併
せ
行
ふ
に
依

企

業

家

樹

持

働

者

聞

の

調

和

問

題

の

如

き

も

亦

t
p
℃
初
℃
英
幾
分
を
ゆ
時
も
得
る
の
常
な

9
0

正
に
泌
総
を
出
で
ず
。
之
が
解
決
の
潟
に
策
せ
ら
れ
た
る
幾
多
の
方
集
は
何
れ
も
多
・
少
の
短

所
あ
る
を
捻
れ
な
る
之
共
に
又
多
少
の
長
所
を
共
へ
、
何
れ
も
多
少
英
解
決
に
資
す
る
の
質
わ

同
日
比
に
於
て
か
杏
入
は
助
等
各
都
の
方
策
の
長
所
短
所
乞
精
査
し
℃
自
民
所
の
利
用
し
符
可

b 

40 

利

潤

分

間

脱

皮

紛

'

__..‘ -刷.
也匝崎.... 

‘F・J・

1 ・
‘ 

4 、 z


